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第１図、第２図は、2013年12月４日に撮影した空中写真の判読結果と地形判読図である。 

第３図、第４図は、2013年12月17日に撮影した空中写真の判読結果と地形判読図である。 

第５図、第６図は、2014年２月16日に撮影した空中写真の判読結果と地形判読図である。第６図

の右下にピンクの実線で示した２つの火砕丘がある。その内、北側の火砕丘の赤丸の火口からは白い

噴煙が出ている。南側の火砕丘の中央の赤丸の火口の標高は66mと最も高く、青白い噴煙が出ている

（2013年12月17日時点では標高39mであった）。この火砕丘の西縁にある一番大きな赤丸の火口は

2013年12月以降安定的に大量の溶岩を噴出し、黄色の矢印で示したように溶岩流を流下させ、新た

な島を成長させる最大の原動力となってきたと考えられる。国土地理院（2014）によれば、新たに噴

出した溶岩等の海面上の体積は7.9百万m3と見積もられた。西之島の北東海岸と新島（新たな陸部）

の接合部に「Ｓ」と注記された砂州が形成され、さらに、西之島の北東海岸は火山噴出物が波で流さ

れて形成された砂州で拡大し、海岸線の浸食と合わせて、滑らかな海岸線が形成された。 
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第１図 空中写真の判読結果（2013年12月４日撮影） 

Fig.1 Result of interpretation of aerial photographs (taken on December 4, 2013). 
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第２図 地形判読図（2013年12月４日撮影） 

Fig.2 Terrain interpretation (taken on December 4, 2013). 

- 112 -



火山噴火予知連絡会会報 第117号 

 

第３図 空中写真の判読結果（2013年12月17日撮影） 

Fig.3 Result of interpretation of aerial photographs (taken on December 17, 2013). 
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第４図 地形判読図（2013年12月17日撮影） 

Fig.4 Terrain interpretation (taken on December 17, 2013). 
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第５図 空中写真の判読結果（2014年２月16日撮影） 

Fig.5 Result of interpretation of aerial photographs (taken on February 16, 2014). 
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第６図 地形判読図（2014年２月16日撮影） 

Fig.6 Terrain interpretation (taken on February 16, 2014). 
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